
高
知
自
治
労
連
で
は
、
新
規
採
用

職
員
が
い
っ
せ
い
に
入
職
す
る
４
月
は
、

新
規
採
用
者
の
組
合
加
入
、
組
織

拡
大
に
力
を
入
れ
る
時
期
と
な
っ
て

い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

影
響
で
、
密
を
避
け
る
た
め
に
組
合

説
明
会
を
個
別
に
実
施
し
た
り
、
歓

迎
会
も
工
夫
し
な
い
と
や
り
づ
ら
い

な
ど
苦
労
も
あ
る
の
で
す
が
、
県
下
の

各
単
組
で
は
、
順
調
に
新
規
採
用
者

の
組
合
加
入
が
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
職
場
で
組
織
競
合

し
て
い
る
単
組
で
は
、
組
合
員
確
保

で
例
年
苦
労
し
て
い
ま
す
。
中
土
佐

町
は
、
２
つ
の
組
合
が
競
合
し
て
お
り
、

し
か
も
自
治
労
連
単
組
（「
お
お
の
み

職
労
」と
い
う
名
称
で
す
）は
少
数
派

で
す
が
、
が
ん
ば
っ
て
元
気
に
活
動
し

て
い
ま
す
。
今
年
の
新
規
採
用
者
の

組
合
加
入
で
も
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

お
お
の
み
職
労
の
梅
原
委
員
長
か
ら

の
報
告
を
紹
介
し
ま
す
。

お
お
の
み
職
労
で
の

新
採
獲
得
の
取
り
組
み

今
年
度
、
中
土
佐
町
の
新
採
職
員

は
、
一
般
行
政
職
６
名
、
保
育
士
１

名
の
計
７
名
が
入
職
し
ま
し
た
。

お
お
の
み
職
労
の
新
採
職
員
説
明

会
で
す
が
、
昼
間
に
す
べ
て
の
新
採
職

員
へ
説
明
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
４

月
２
日
、
役
場
近
く
の「
お
も
や
」と

い
う
お
店
で
昼
の
部
と
夜
の
部
に
分

け
て
実
施
し
ま
し
た
。

説
明
会
で
は
、
主
に
お
お
の
み
職
労

の
メ
リ
ッ
ト
を
話
し
ま
し
た
。
旅
行
で

お
お
の
み
職
員
間
の
親
睦
を
深
め
た

り
、
ス
ポ
ー
ツ
（バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
フ
ッ
ト

サ
ル
等
）な
ど
で
、
県
内
他
の
自
治
体

の
組
合
員
の
方
と
の
親
睦
を
深
め
る

こ
と
に
重
点
を
置
い
て
い
る
こ
と
、
今

年
度
か
ら
新
し
く
職
場
通
勤
等
で

役
場
周
辺
駐
車
場
を
借
り
る
場
合
、

駐
車
場
代
を
１
年
間
組
合
が
負
担

す
る
旨
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
（※

２
年
目
以
降
は
、
年
間
最
低
６
千
円

～
最
高
１
万
２
千
円
で
補
助
を
出
し

ま
す
）

な
お
、
県
内
で
自
治
労
連
加
盟
の

単
組
が
あ
る
市
町
村
は
、
３
４
市
町

村
中
18
あ
り
、
県
下
的
に
は
決
し
て

少
な
く
な
い
と
い
う
こ
と
も
知
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
新
採
職
員
７
名
中
な

ん
と
過
半
数
の
４
名
が
、
お
お
の
み
職

労
に
加
入
し
ま
し
た
！

梅
原
委
員
長
は
、「
現
在
、
コ
ロ
ナ

禍
の
中
な
の
で
歓
迎
会
も
で
き
て
い
な

い
の
で
す
が
、
落
ち
着
い
た
ら
盛
大
に

で
き
た
ら
と
考
え
て
い
る
」と
話
し
て
い

ま
す
。

２
０
２
１
年
４
月
よ
り
、
す

べ
て
の
企
業
に「
同
一
労
働

同
一
賃
金
」に
か
か
わ
る
法

律
が
適
用
さ
れ
ま
し
た
。

「
不
合
理
な
待
遇
差
」を
禁

止
し
た
法
律
を
活
用
し
、

非
正
規
労
働
者
の
処
遇
改

善
と
組
織
化
を
進
め
ま
し
ょ

う
。

同
一
労
働
同
一
賃
金
と
は

「
改
正
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・有

期
雇
用
労
働
法
」
で
、
正

規
雇
用
労
働
者
（正
社
員

や
無
期
雇
用
の
フ
ル
タ
イ
ム

労
働
者
）と
非
正
規
雇
用

労
働
者
の
間
で
不
合
理
な

待
遇
差
の
解
消
を
目
指
す

も
の
で
す
。
大
企
業
は
２
０

２
０
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

さ
れ
、
今
年
か
ら
す
べ
て
の

企
業
に
適
用
と
な
り
ま
し

た
。
単
純
に「
正
社
員
」
や

「
パ
ー
ト
」と
い
っ
た
雇
用
形

態
の
違
い
で
待
遇
差
を
設

け
る
の
で
は
な
く
、
職
務
内

容
や
配
置
転
換
の
範
囲
等

に
よ
っ
て
処
遇
を
決
め
る
制

度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

改
正
の
ポ
イ
ン
ト

①
不
合
理
な
待
遇
格
差
の
禁
止

同
一
企
業
内
に
お
い
て
、
通
常
の

労
働
者
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
・

有
期
雇
用
労
働
者
と
の
間
で
、
基
本

給
や
賞
与
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
待
遇
に

つ
い
て
、
不
合
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な
格
差
の
禁
止
。

②
労
働
者
に
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に
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強
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パ
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ム
労
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・有
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労
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者
は
、「
通
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の
労
働
者
と
の

待
遇
差
の
内
容
や
理
由
」な
ど
に
つ
い

て
事
業
主
に
説
明
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
、
事
業
者
も
求
め
が
あ
っ
た
場

合
は
説
明
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
行
政
に
よ
る
事
業
主
へ
の
助
言
・

指
導
等
や
行
政
Ａ
Ｄ
Ｒ
の
整
備

都
道
府
県
労
働
局
に
お
い
て
、
無

料
・非
公
開
の
紛
争
解
決
手
続
き
を

行
う
。「
均
等
待
遇
」や「
待
遇
差
の

内
容
・理
由
」に
関
す
る
説
明
に
つ
い

て
も
、
行
政
Ａ
Ｄ
Ｒ
（裁
判
外
紛
争
解

決
手
続
き
）の
対
象
と
な
る

法
の
は
ざ
ま
に
立
つ「
労
働
者
」

同
一
労
働
同
一
賃
金
を
大
き
く

進
め
る
制
度
で
す
が
、
大
き
な
欠
陥

が
あ
り
ま
す
。
１
つ
は
、「
パ
ー
ト
タ
イ

ム
労
働
者
」と
の
比
較
対
象
と
な
る

「
通
常
の
労
働
者
」の
定
義
が
、
正
規

雇
用
労
働
者
だ
け
で
な
く
、
無
期
雇

用
フ
ル
タ
イ
ム
労
働
者
も
含
ま
れ
る

点
で
す
。「
５
年
無
期
転
換
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進
む

中
で
、
手
当
な
ど
の
あ
る
正
規
労
働

者
で
は
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、
無
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転
換
さ
れ
た
労
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者
と
の
比
較
を
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れ
る
可
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が
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り
ま
す
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そ
う
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ば
処
遇
に
格
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は
ほ
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ど
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く
、
労
働
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件
の

引
き
上
げ
は
困
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と
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り
ま
す
。
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は
、
無
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転
換
と
な
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た
フ
ル
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イ
ム
労
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者
の
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遇
改
善
に
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は
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の
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と
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で
例
年
苦
労
し
て
い
ま
す
。
中
土
佐
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が
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も
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連
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の
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う
名
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で
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が
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気
に
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す
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者
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般
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会
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が
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に
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の
新
採
職

員
へ
説
明
が
で
き
な
い
こ
と
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ら
、
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役
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く
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も
や
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う
お
店
で
昼
の
部
と
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の
部
に
分

け
て
実
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し
ま
し
た
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説
明
会
で
は
、
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に
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の
み
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労

の
メ
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ッ
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を
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し
ま
し
た
。
旅
行
で
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お
の
み
職
員
間
の
親
睦
を
深
め
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り
、
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ツ
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レ
ー
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ル
、
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ト

サ
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等
）な
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で
、
県
内
他
の
自
治
体

の
組
合
員
の
方
と
の
親
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を
深
め
る

こ
と
に
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点
を
置
い
て
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る
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と
、
今
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度
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ら
新
し
く
職
場
通
勤
等
で

役
場
周
辺
駐
車
場
を
借
り
る
場
合
、

駐
車
場
代
を
１
年
間
組
合
が
負
担

す
る
旨
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
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２
年
目
以
降
は
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年
間
最
低
６
千
円
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最
高
１
万
２
千
円
で
補
助
を
出
し

ま
す
）

な
お
、
県
内
で
自
治
労
連
加
盟
の

単
組
が
あ
る
市
町
村
は
、
３
４
市
町

村
中
18
あ
り
、
県
下
的
に
は
決
し
て

少
な
く
な
い
と
い
う
こ
と
も
知
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
新
採
職
員
７
名
中
な

ん
と
過
半
数
の
４
名
が
、
お
お
の
み
職

労
に
加
入
し
ま
し
た
！
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原
委
員
長
は
、「
現
在
、
コ
ロ
ナ

禍
の
中
な
の
で
歓
迎
会
も
で
き
て
い
な

い
の
で
す
が
、
落
ち
着
い
た
ら
盛
大
に

で
き
た
ら
と
考
え
て
い
る
」と
話
し
て
い

ま
す
。
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０
２
１
年
４
月
よ
り
、
す

べ
て
の
企
業
に「
同
一
労
働

同
一
賃
金
」に
か
か
わ
る
法

律
が
適
用
さ
れ
ま
し
た
。

「
不
合
理
な
待
遇
差
」を
禁

止
し
た
法
律
を
活
用
し
、

非
正
規
労
働
者
の
処
遇
改

善
と
組
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化
を
進
め
ま
し
ょ

う
。

同
一
労
働
同
一
賃
金
と
は

「
改
正
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ト
タ
イ
ム
・有

期
雇
用
労
働
法
」
で
、
正

規
雇
用
労
働
者
（正
社
員

や
無
期
雇
用
の
フ
ル
タ
イ
ム

労
働
者
）と
非
正
規
雇
用

労
働
者
の
間
で
不
合
理
な

待
遇
差
の
解
消
を
目
指
す

も
の
で
す
。
大
企
業
は
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０
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年
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１
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か
ら
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行

さ
れ
、
今
年
か
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す
べ
て
の

企
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に
適
用
と
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り
ま
し

た
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純
に「
正
社
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」
や

「
パ
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ト
」と
い
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た
雇
用
形
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の
違
い
で
待
遇
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を
設
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る
の
で
は
な
く
、
職
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内

容
や
配
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転
換
の
範
囲
等

に
よ
っ
て
処
遇
を
決
め
る
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度
と
な
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ま
す
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と
の
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に
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の
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容
や
理
由
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に
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主
に
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を
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こ
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が

で
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、
事
業
者
も
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め
が
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た
場

合
は
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を
し
な
け
れ
ば
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な
い
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の
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の
は
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」
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一
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働
同
一
賃
金
を
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進
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る
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で
す
が
、
大
き
な
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が
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り
ま
す
。
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は
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の
比
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象
と
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の
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だ
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で
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進
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で
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な
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の
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る
正
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で
は
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、
無
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さ
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労
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と
の
比
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を
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る
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性
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ま
す
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に
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は
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、
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は
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法
律
の
明
記
が
な
い
点
で
す
。

手
当
な
ど
の
あ
る
正
規
労
働
者
と
無

期
転
嫁
し
た
フ
ル
タ
イ
ム
労
働
者
と

の
間
に
は
、
大
き
な
格
差
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
を
是
正
す
る
法
律
は
整

備
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

当
事
者
の
組
織
化
で
前
進
を

法
律
の
施
行
に
よ
り
、
企
業
側
は

そ
の
対
応
を
着
々
と
進
め
て
い
ま
す

が
、
労
働
組
合
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
ず
、
要
求
を
前

進
さ
せ
る
た
め
に
も
、
当
事
者
で
あ
る

非
正
規
労
働
者
と
一
緒
に
企
業
へ

迫
り
ま
し
ょ
う
。
職
場
の
格
差
の
実

態
を
明
ら
か
に
し
、
労
働
組
合
の
組

織
化
と
前
進
を
勝
ち
取
り
ま
し
ょ
う
。

（３）２０２１年５月１０日（３）２０２１年５月１０日 高 知 県 労 連高 知 県 労 連 №２４２№２４２ （３）２０２１年５月１０日（３）２０２１年５月１０日 高 知 県 労 連高 知 県 労 連 №２４２№２４２

（前
号
③
の
続
き
）

橋
本
知
事
と
尾
﨑
知
事
は
、
国
の

教
育
政
策
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
の
違
い

が
明
ら
か
で
あ
る
。
大
綱
は
、
あ
く
ま

で
も
大
綱
で
あ
り
橋
本
知
事
の
い
う

「
良
い
意
味
で
の
施
策
を
書
き
込
む
」

こ
と
が
大
事
で
あ
っ
た
。「
学
テ
」の
対

応
に
関
し
て
も
、
２
人
は
全
く
違
っ
て

い
た
。

大
崎
元
県
教
育
長
は
、
高
知
民
報

の
イ
ン
タ
ビ
ュー
に
対
し
て
、「
学
テ
」に

は
批
判
的
で
あ
る
が
、
国
の
報
復
が

あ
る
の
で
や
ら
な
い
と
い
う
わ
け
に
は

い
か
な
い
、
と
い
う
発
言
を
残
し
て
い

る
。２

０
１
９
年
４
月
に
実
施
さ
れ
た

「
学
テ
」の
結
果
が
７
月
31
日
に
公
表

さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
Ａ
問
題
（基
礎
的

知
識
）と
Ｂ
問
題
（知
識
活
用
力
）の

別
々
の
試
験
を
実
施
し
て
い
た
が
、

19
年
度
よ
り
統
合
し
て
出
題
す
る
形

式
に
変
更
し
た
と
い
う
。
高
知
県
は
、

報
道
機
関
に
よ
っ
て
表
現
に
は
違
い

が
あ
る
が
、
小
６
の
算
数
が
全
国
６
番

目
と
上
位
に
位
置
。
国
語
を
合
わ
せ

た
全
体
で
は
16
位
。
中
３
は
各
教
科

と
も
全
国
の
平
均
正
答
率
を
下
回
っ

た
も
の
の
、
国
語
と
数
学
の
合
計
が

39
位
で
過
去
最
高
と
な
っ
た
も
の
の
、

下
位
が
続
い
て
い
る
。
初
実
施
の
英

語
は
44
位
だ
っ
た
、
と
報
道
。
教
育

関
係
会
社
の
Ｈ
Ｐ
上
に
は
、
全
国
の

都
道
府
県
の「
学
テ
」の
結
果
が
順
位

別
に
１
～
47
位
ま
で
記
載
さ
れ
て
い

る
。

「
第
2
期
高
知
県
教
育
振
興
基
本

計
画
」の
３
の
基
本
目
標
の
（１
）知
の

分
野
の
基
本
目
標
（①
小
・中
学
校
）

で
は
、
小
学
校
の
学
力
は
全
国
上
位

を
維
持
し
、
更
に
上
位
を
目
指
す
。

中
学
校
の
学
力
は
全
国
平
均
以
上

に
引
き
上
げ
る
と
し
、
調
査
結
果
も

記
述
し
て
い
る
。
全
国
の
多
く
の
自

治
体
が
、「
学
テ
」の
点
数
ア
ッ
プ
が
学

力
向
上
と
し
て
、
最
優
先
課
題
の
よ

う
に
扱
い
、
子
ど
も
た
ち
や
教
員
を

点
数
競
争
に
駆
り
立
て
て
い
る
。
全

教
が
20
年
実
施
し
た
調
査
で
は
、
44

％
の
学
校
が
過
去
の
問
題
を
や
ら
す

な
ど
特
別
な
指
導
を
実
施
し
て
い
る

と
回
答
が
あ
っ
た
。「
学
テ
」が
毎
年

最
上
位
と
な
っ
て
い
る
福
井
県
で
は
、

中
学
生
の
自
死
事
件
を
契
機
に
２
０

１
７
年
12
月
19
日
県
議
会
で「
日
本

一
で
あ
る
こ
と
が
目
的
化
し
、
本
来
の

公
教
育
の
あ
る
べ
き
姿
が
見
失
わ
れ

て
き
た
の
で
は
な
い
か
」、「
過
度
の
学

力
偏
重
」の
見
直
し
を
求
め
る
意
見

書
が
採
択
さ
れ
た
。

ま
た
、
２
０
１
８
年
８
月
２
日
、
青
森

市
は
Ｈ
Ｐ
に
２
１
０
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る

青
森
市
い
じ
め
防
止
対
策
審
議
会
の

報
告
書
を
ア
ッ
プ
し
た
。
報
告
書
の

提
言
の
終
わ
り
に
は
、
教
育
の
あ
り

方
に
関
す
る
問
題
と
し
て
、「
全
国

一
斉
の
学
力
・学
習
状
況
調
査
が
学

校
現
場
の
競
争
的
環
境
の
一
因
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
ま
た
競

争
的
学
校
環
境
が
児
童
生
徒
に
ス

ト
レ
ス
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

そ
の
実
施
を
含
め
た
学
力
・学
習
状

況
調
査
の
あ
り
方
に
つ
い
て
再
検
討

す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
い
じ
め
、

自
殺
、
精
神
疾
患
等
を
引
き
起
こ
す

過
度
な
競
争
を
な
く
す
た
め
の
教
育

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
の
抜
本
的

改
革
に
取
り
組
ま
れ
た
い
」と
厳
し
い

意
見
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

尾
﨑
知
事
が
、「
学
テ
」体
制
に
邁

進
し
て
き
た
中
で
、
子
ど
も
た
ち
や

教
職
員
の
不
幸
は
続
い
て
い
る
の
で
あ

る
。

こ
れ
か
ら
の
教
育

地
教
行
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

教
育
委
員
長
を
廃
止
し
教
育
長
が

教
育
委
員
会
の
責
任
者
と
な
っ
た
。

ま
た
、
全
て
の
自
治
体
で
は
首
長
が

主
宰
し
、
首
長
と
教
育
委
員
を
メ
ン

バ
ー
と
す
る「
総
合
教
育
会
議
」が
設

置
さ
れ
、
首
長
が
教
育
行
政
に
も
の

申
す
よ
う
に
な
り
、
教
育
行
政
に
対

し
て
権
限
を
強
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

越
（こ
し
）前
大
津
市
長
（弁
護
士
）

は
、
大
津
市
長
に
就
任
す
る
直
前
の
、

２
０
１
１
年
10
月
に
発
生
し
た
大
津

市
中
２
い
じ
め
自
殺
事
件
を
契
機
に
、

い
じ
め
対
策
の
強
化
に
精
力
的
に
取

り
組
ん
だ
。
再
調
査
の
実
施
を
明
言
。

男
子
生
徒
の
遺
族
が
推
薦
し
た
委

員
を
含
む
第
三
者
調
査
委
員
会
を

市
長
直
轄
で
設
置
。
第
三
者
調
査

委
員
会
に
よ
る
報
告
書
に
基
づ
き
、

大
津
市
役
所
に
い
じ
め
対
策
室
を
新

設
し
、
ま
た
常
設
の
第
三
者
機
関
で

あ
る「
大
津
の
子
ど
も
を
い
じ
め
か
ら

守
る
委
員
会
」を
設
置
。
大
津
市
の

全
校
に
１
名
な
い
し
は
２
名
の
い
じ
め

に
特
化
し
た
対
策
教
員
を
配
置
。

法
は
改
正
さ
れ
た
が
、
い
じ
め
自
死

問
題
は
、
昨
今
教
育
委
員
会
等
の

隠
蔽
な
ど
が
多
発
し
、
い
じ
め
克
服

が
で
き
て
い
な
い
ば
か
り
か
い
じ
め
自

死
の
遺
族
の
納
得
の
い
く
結
果
と
は

な
っ
て
い
な
い
。
現
在
の
文
科
省
や
県

教
委
の
教
育
政
策
は
、
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
よ
り
良
い
も
と
の
と
は
な
ら

ず
、
逆
に
子
ど
も
た
ち
を
苦
し
め
て
い

る
。
首
長
や
教
育
長
が
良
心
的
で
真

摯
な
対
応
を
行
う
人
に
な
る
偶
然
の

機
会
を
待
つ
だ
け
で
は
教
育
は
よ
く

な
ら
な
い
。

「
土
佐
の
教
育
改
革
」は
、
橋
本
知

事
や
大
﨑
教
育
長
の
い
う
よ
う
に
、

確
か
に
地
方
で
の
改
革
で
あ
っ
た
の
で

限
界
は
あ
っ
た
が
、
よ
り
良
い
教
育
を

め
ざ
そ
う
と
し
て
い
た
。「
土
佐
の
教

育
改
革
」と
い
う
地
方
の
改
革
が
あ
っ

た
こ
と
。
そ
れ
に
県
教
組
と
し
て
参

加
し
た
時
代
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
１
つ
の

事
実
で
あ
っ
た
。

今
後
は
、
政
治
や
教
育
を
国
民
の

手
に
取
り
戻
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

集
団
的
自
衛
権
を
認
め
た
閣
議
決

定
を
見
直
し
て
戦
争
法
を
廃
止
す

る
こ
と
と
同
じ
よ
う
に
教
育
基
本
法

を
元
に
も
ど
す
こ
と
、
教
育
委
員
を

公
選
で
選
ぶ
こ
と
、
管
理
運
営
規
則

を
廃
止
す
る
こ
と
、
免
許
更
新
制
を

廃
止
す
る
こ
と
、「
学
テ
は
廃
止
か
数

年
に
１
回
の
抽
出
に
す
る
こ
と
、
Ｉ
Ｌ

Ｏ
・ユ
ネ
ス
コ
勧
告
を
遵
守
す
る
こ
と
、

な
ど
教
育
を
国
民
の
手
に
取
り
戻
す

こ
と
が
急
が
れ
る
。

私
は
、
こ
の
様
な
課
題
は
直
ぐ
に
は

変
え
ら
れ
な
い
が
、
運
動
を
続
け
る
こ

と
を
決
意
し
て
原
稿
を
終
わ
る
。

（前
号
③
の
続
き
）

橋
本
知
事
と
尾
﨑
知
事
は
、
国
の

教
育
政
策
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
の
違
い

が
明
ら
か
で
あ
る
。
大
綱
は
、
あ
く
ま

で
も
大
綱
で
あ
り
橋
本
知
事
の
い
う

「
良
い
意
味
で
の
施
策
を
書
き
込
む
」

こ
と
が
大
事
で
あ
っ
た
。「
学
テ
」の
対

応
に
関
し
て
も
、
２
人
は
全
く
違
っ
て

い
た
。

大
崎
元
県
教
育
長
は
、
高
知
民
報

の
イ
ン
タ
ビ
ュー
に
対
し
て
、「
学
テ
」に

は
批
判
的
で
あ
る
が
、
国
の
報
復
が

あ
る
の
で
や
ら
な
い
と
い
う
わ
け
に
は

い
か
な
い
、
と
い
う
発
言
を
残
し
て
い

る
。２

０
１
９
年
４
月
に
実
施
さ
れ
た

「
学
テ
」の
結
果
が
７
月
31
日
に
公
表

さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
Ａ
問
題
（基
礎
的

知
識
）と
Ｂ
問
題
（知
識
活
用
力
）の

別
々
の
試
験
を
実
施
し
て
い
た
が
、

19
年
度
よ
り
統
合
し
て
出
題
す
る
形

式
に
変
更
し
た
と
い
う
。
高
知
県
は
、

報
道
機
関
に
よ
っ
て
表
現
に
は
違
い

が
あ
る
が
、
小
６
の
算
数
が
全
国
６
番

目
と
上
位
に
位
置
。
国
語
を
合
わ
せ

た
全
体
で
は
16
位
。
中
３
は
各
教
科

と
も
全
国
の
平
均
正
答
率
を
下
回
っ

た
も
の
の
、
国
語
と
数
学
の
合
計
が

39
位
で
過
去
最
高
と
な
っ
た
も
の
の
、

下
位
が
続
い
て
い
る
。
初
実
施
の
英

語
は
44
位
だ
っ
た
、
と
報
道
。
教
育

関
係
会
社
の
Ｈ
Ｐ
上
に
は
、
全
国
の

都
道
府
県
の「
学
テ
」の
結
果
が
順
位

別
に
１
～
47
位
ま
で
記
載
さ
れ
て
い

る
。

「
第
2
期
高
知
県
教
育
振
興
基
本

計
画
」の
３
の
基
本
目
標
の
（１
）知
の

分
野
の
基
本
目
標
（①
小
・中
学
校
）

で
は
、
小
学
校
の
学
力
は
全
国
上
位

を
維
持
し
、
更
に
上
位
を
目
指
す
。

中
学
校
の
学
力
は
全
国
平
均
以
上

に
引
き
上
げ
る
と
し
、
調
査
結
果
も

記
述
し
て
い
る
。
全
国
の
多
く
の
自

治
体
が
、「
学
テ
」の
点
数
ア
ッ
プ
が
学

力
向
上
と
し
て
、
最
優
先
課
題
の
よ

う
に
扱
い
、
子
ど
も
た
ち
や
教
員
を

点
数
競
争
に
駆
り
立
て
て
い
る
。
全

教
が
20
年
実
施
し
た
調
査
で
は
、
44

％
の
学
校
が
過
去
の
問
題
を
や
ら
す

な
ど
特
別
な
指
導
を
実
施
し
て
い
る

と
回
答
が
あ
っ
た
。「
学
テ
」が
毎
年

最
上
位
と
な
っ
て
い
る
福
井
県
で
は
、

中
学
生
の
自
死
事
件
を
契
機
に
２
０

１
７
年
12
月
19
日
県
議
会
で「
日
本

一
で
あ
る
こ
と
が
目
的
化
し
、
本
来
の

公
教
育
の
あ
る
べ
き
姿
が
見
失
わ
れ

て
き
た
の
で
は
な
い
か
」、「
過
度
の
学

力
偏
重
」の
見
直
し
を
求
め
る
意
見

書
が
採
択
さ
れ
た
。

ま
た
、
２
０
１
８
年
８
月
２
日
、
青
森

市
は
Ｈ
Ｐ
に
２
１
０
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る

青
森
市
い
じ
め
防
止
対
策
審
議
会
の

報
告
書
を
ア
ッ
プ
し
た
。
報
告
書
の

提
言
の
終
わ
り
に
は
、
教
育
の
あ
り

方
に
関
す
る
問
題
と
し
て
、「
全
国

一
斉
の
学
力
・学
習
状
況
調
査
が
学

校
現
場
の
競
争
的
環
境
の
一
因
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
ま
た
競

争
的
学
校
環
境
が
児
童
生
徒
に
ス

ト
レ
ス
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

そ
の
実
施
を
含
め
た
学
力
・学
習
状

況
調
査
の
あ
り
方
に
つ
い
て
再
検
討

す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
い
じ
め
、

自
殺
、
精
神
疾
患
等
を
引
き
起
こ
す

過
度
な
競
争
を
な
く
す
た
め
の
教
育

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
の
抜
本
的

改
革
に
取
り
組
ま
れ
た
い
」と
厳
し
い

意
見
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

尾
﨑
知
事
が
、「
学
テ
」体
制
に
邁

進
し
て
き
た
中
で
、
子
ど
も
た
ち
や

教
職
員
の
不
幸
は
続
い
て
い
る
の
で
あ

る
。

こ
れ
か
ら
の
教
育

地
教
行
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

教
育
委
員
長
を
廃
止
し
教
育
長
が

教
育
委
員
会
の
責
任
者
と
な
っ
た
。

ま
た
、
全
て
の
自
治
体
で
は
首
長
が

主
宰
し
、
首
長
と
教
育
委
員
を
メ
ン

バ
ー
と
す
る「
総
合
教
育
会
議
」が
設

置
さ
れ
、
首
長
が
教
育
行
政
に
も
の

申
す
よ
う
に
な
り
、
教
育
行
政
に
対

し
て
権
限
を
強
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

越
（こ
し
）前
大
津
市
長
（弁
護
士
）

は
、
大
津
市
長
に
就
任
す
る
直
前
の
、

２
０
１
１
年
10
月
に
発
生
し
た
大
津

市
中
２
い
じ
め
自
殺
事
件
を
契
機
に
、

い
じ
め
対
策
の
強
化
に
精
力
的
に
取

り
組
ん
だ
。
再
調
査
の
実
施
を
明
言
。

男
子
生
徒
の
遺
族
が
推
薦
し
た
委

員
を
含
む
第
三
者
調
査
委
員
会
を

市
長
直
轄
で
設
置
。
第
三
者
調
査

委
員
会
に
よ
る
報
告
書
に
基
づ
き
、

大
津
市
役
所
に
い
じ
め
対
策
室
を
新

設
し
、
ま
た
常
設
の
第
三
者
機
関
で

あ
る「
大
津
の
子
ど
も
を
い
じ
め
か
ら

守
る
委
員
会
」を
設
置
。
大
津
市
の

全
校
に
１
名
な
い
し
は
２
名
の
い
じ
め

に
特
化
し
た
対
策
教
員
を
配
置
。

法
は
改
正
さ
れ
た
が
、
い
じ
め
自
死

問
題
は
、
昨
今
教
育
委
員
会
等
の

隠
蔽
な
ど
が
多
発
し
、
い
じ
め
克
服

が
で
き
て
い
な
い
ば
か
り
か
い
じ
め
自

死
の
遺
族
の
納
得
の
い
く
結
果
と
は

な
っ
て
い
な
い
。
現
在
の
文
科
省
や
県

教
委
の
教
育
政
策
は
、
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
よ
り
良
い
も
と
の
と
は
な
ら

ず
、
逆
に
子
ど
も
た
ち
を
苦
し
め
て
い

る
。
首
長
や
教
育
長
が
良
心
的
で
真

摯
な
対
応
を
行
う
人
に
な
る
偶
然
の

機
会
を
待
つ
だ
け
で
は
教
育
は
よ
く

な
ら
な
い
。

「
土
佐
の
教
育
改
革
」は
、
橋
本
知

事
や
大
﨑
教
育
長
の
い
う
よ
う
に
、

確
か
に
地
方
で
の
改
革
で
あ
っ
た
の
で

限
界
は
あ
っ
た
が
、
よ
り
良
い
教
育
を

め
ざ
そ
う
と
し
て
い
た
。「
土
佐
の
教

育
改
革
」と
い
う
地
方
の
改
革
が
あ
っ

た
こ
と
。
そ
れ
に
県
教
組
と
し
て
参

加
し
た
時
代
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
１
つ
の

事
実
で
あ
っ
た
。

今
後
は
、
政
治
や
教
育
を
国
民
の

手
に
取
り
戻
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

集
団
的
自
衛
権
を
認
め
た
閣
議
決

定
を
見
直
し
て
戦
争
法
を
廃
止
す

る
こ
と
と
同
じ
よ
う
に
教
育
基
本
法

を
元
に
も
ど
す
こ
と
、
教
育
委
員
を

公
選
で
選
ぶ
こ
と
、
管
理
運
営
規
則

を
廃
止
す
る
こ
と
、
免
許
更
新
制
を

廃
止
す
る
こ
と
、「
学
テ
は
廃
止
か
数

年
に
１
回
の
抽
出
に
す
る
こ
と
、
Ｉ
Ｌ

Ｏ
・ユ
ネ
ス
コ
勧
告
を
遵
守
す
る
こ
と
、

な
ど
教
育
を
国
民
の
手
に
取
り
戻
す

こ
と
が
急
が
れ
る
。

私
は
、
こ
の
様
な
課
題
は
直
ぐ
に
は

変
え
ら
れ
な
い
が
、
運
動
を
続
け
る
こ

と
を
決
意
し
て
原
稿
を
終
わ
る
。

県
労
連
30
年
を
振
り
返
る

県
労
連
30
年
を
振
り
返
る
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ら
の
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育
④

土
佐
の
教
育
改
革
と
こ
れ
か
ら
の
教
育
④
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！
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４
月
は
新
た
な
出
会
い
の
季
節
で
す
。
県
労
連
加
盟
組
織
の
職
場
で
も

多
く
の
新
規
採
用
が
行
わ
れ
、
労
働
組
合
へ
の
加
入
も
進
ん
で
い
ま
す
。

自
治
労
連
の
新
採
歓
迎
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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で
も

多
く
の
新
規
採
用
が
行
わ
れ
、
労
働
組
合
へ
の
加
入
も
進
ん
で
い
ま
す
。

自
治
労
連
の
新
採
歓
迎
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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